
by by 虹虹のの会会

た
。
網
戸
か
ら
入
っ
て
く
る
心

地
よ
い
風
に
、
ぴ
か
ぴ
か
の
車

い
す
。

　

皆
様
の
お
蔭
で
暮
ら
し
や
す

い
環
境
が
維
持
で
き
て
い
ま

す
。
家
族
会
の
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

入
居
者
様
や
職
員
の
中
に
も

奄
美
諸
島
出
身
の
人
が
お
り
、

「
私
は
徳
之
島
ヨ
！
私
は
沖
永

良
部
ヨ
！
」「
喜
界
島
の
人
も

い
る
よ
！
」
な
ど
、
あ
ち
こ
ち

で
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

あ
ま
の
里
で
は
家
族
会
の
３

大
イ
ベ
ン
ト
（
大
掃
除
・
夏
祭

り
・
餅
つ
き
）
の
１
つ
で
あ
る

「
大
掃
除
」
が
６
月
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
ご
家
族
29
名
、
職
員

10
名
の
総
勢
39
名
で
ベ
ラ
ン
ダ

と
車
い
す
の
清
掃
を
行
い
ま
し

　

６
月
13
日
、
南
の
島
か
ら
素

敵
な
お
客
様
が
あ
り
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
喜
界
島
出
身
の
民
謡

歌
手
の
「
川
畑
か
お
り
さ
ん
」

が
あ
ま
の
里
に
来
て
く
だ
さ

り
、
素
晴
ら
し
い
歌
声
を
聴
か

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

　今年もあまの里夏祭りを行いま
す。淀川の花火も見物できます
よ。皆さんぜひお越しください!!

今から大掃
除、

 頑張ろう！

南
の
島
か
ら
の
素
敵
な
歌
声

南
の
島
か
ら
の
素
敵
な
歌
声

故
郷
の
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た

故
郷
の
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た

ががし

あまの里

沖永良部
出身の
宋さん

徳之島
出身の
吉田さん

夏
の
大
掃
除
で

ぴ
か
ぴ
か

月72014年

第26号
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木かげ

立花
あまの里

みのり

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ　さ　

　

ん

　

ん
の
活
動
報
告
、学
習
会

の
活
動
報
告
、学
習
会
な　な　

　

ど

　

ど

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
！

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
！

求人リーフ

　

平
成
26
年
５
月
18
日

（
日
）
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
木

か
げ
１
階
デ
イ
ル
ー
ム
に

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
会
・

茶
話
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
ま
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
の
代
表
に
活
動
報
告

　

「
２
０
１
４
年
度
介
護
職
員

初
任
者
研
修
」
が
５
月
ス
タ
ー

ト
し
、
８
月
修
了
め
ざ
し
て
17

人
の
受
講
生
が

頑
張
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
２
回

目
の
「
介
護
職

員
初
任
者
研

修
」
を
11
月
よ

り
来
年
２
月
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
会
・
茶
話
会

　

５
月
14
日
（
水
）、
５
月
17
日

（
土
）、
５
月
19
日
（
月
）
の
3

日
間
、
利
用
者
の
方
々
に
３
時
の

お
や
つ
と
し
て
ピ
ザ
を
食
べ
て
頂

き
ま
し
た
。
ピ
ザ
は
大
変
好
評
で

「
ま
た
食
べ
た
い
」
と
あ
ち
こ
ち

か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

木
か
げ
で
は
こ
れ
か
ら
も
利
用

者
様
の
方
々
に
笑
顔
に
な
っ
て
い

た
だ
く
企
画
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

始
め
ま
し
て
、
４
月
よ

り
木
か
げ
に
勤
め
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
樋
山

（
ひ
や
ま
）
と
言
い
ま

す
。

　

先
輩
看
護
師
の
方
々
に

指
導
し
て
も
ら
い
な
が
ら

日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

・
質
問
が
た
く
さ
ん
聞
か
れ
、

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
食
会
で
は
災
害
訓

練
の
D
V
D
を
視
聴
し
て
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
後
は
D
V
D
に

関
す
る
意
見
交
換
を
行
い
、
介

護
職
員
の
視
点
で
は
気
づ
か
な

い
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

の
意
見
を
多
く
出
し
て
頂
き
大

変
盛
り
上
が
り
終
了
し
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
萌
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

宮
城
先
生
に
よ
る
「
高
齢
者
の

肺
炎
と
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」

の
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
か
ら
の
意
見

樋
山　

雅
子

看
護
師

新職員紹介

ピザのピザの
デリバリーデリバリー

サービスサービス
大好評！大好評！

ピザのピザの
デリバリーデリバリー

サービスサービス
大好評！大好評！

ヘルパーステーション

　

非
常
勤
６
名
、
登
録
２
名
、

計
11
名
の
ヘ
ル
パ
ー
で
杭
瀬
地

域
中
心
に
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

み
の
り
事
務
所
周
辺
は
、
杭

瀬
本
町
商
店
街
・
北
市
場
・
中

市
場
・
東
市
場
・
栄
町
商
店
街

杭
瀬
１
番
街
等
多
く
て
ビ
ッ
ク

リ
！　

便
利
で
買
い
物
が
楽
し

く
な
り
ま
す
。
地
理
に
慣
れ
て

い
な
い
た
め
、
買
い
物
先
か
ら

利
用
者
宅
が
分
か
ら
な
く
な
り

同
じ
よ
う
な
場
所
を
ぐ
る
ぐ
る

回
っ
て
何
と
か
着
い
て
、
ホ
ッ

と
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

職
員
は
慣
れ
た
も
の
で
、
細

い
道
や
市
場
で
の
買
い
物
も
ス

ム
ー
ズ
に
こ
な
し
な
が
ら
、
利

用
者
宅
ま
で
日
々
自
転
車
で
走

っ
て
い
ま
す
。

・ 汗をかいた時に喉が渇く状態
電解質より水分が多く失われ体液が濃く
なる
・ 下痢や嘔吐のように体液を一気に失う
電解質と水分が体液と同じ割合で失う
・ 大量に汗をかいて、電解質を多く失って
いるのに、電解質濃度の低い飲料や水・
お茶を大量に飲んだ時
水分より電解質の方を多く失い、体液が
うすくなった状態
３タイプがあります

症状
　水分が減ることによる・電解質が減るこ
とによるのが複合したもの

＊ 体から水分が減る→
血液の量が減り血圧が下がる→
老廃物排泄の低下・集中力の低下・食欲不振

＊ 電解質が減る→
骨や筋肉から電解質が失われる（カリウ
ム・ナトリウムイオンが不足）→
脚がつる・しびれや脱力　

　

５
月
13
日
、「
立
花
あ
ま
の

里
」
の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
来

年
５
月
竣
工
め
ざ
し
て
工
事
が

始
ま
り
ま
し
た
。

立
花
あ
ま
の
里

工
事
着
工

介
護
職
員
初
任
者

研
修
は
じ
ま
る

　立花あまの里竣工で新たに50人の職員
が必要です。求人リーフを作成し、学校
訪問、就職フェアへの出店、就職説明会
等々求人活動をすすめていますが、なか
なか厳しい状況です。ご家族、お知り合
いで介護の仕事を希望されている方をご
紹介ください。

か
け
て
開
講
す
る
予
定
で
す
。

「虹の会」職員募集に
ご協力ください

夏にむけて

水だけでなくミネラルも摂りましょう！

３月からサービ
ス提供責任者　
増田早紀子です

３月からヘルパ
ーステーション
みのり所長　
辰己泰代です

みのり主任
福永敦子
です

はじめまして

脱水症って!?

就
職
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

就
職
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

へ
出
店

へ
出
店
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後
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７
月
に
な
り
夏
本
番

が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
暑
く
な
る

の
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
熱
中
症
に
な
ら
な

い
よ
う
に
こ
ま
め
に
水

分
補
給
な
ど
を
し
、
こ

の
夏
を
乗
り
切
り
ま
し

ょ
う
。

比較貸借対照表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成26年3月31日現在 単位：円

資産の部 負債の部
科目 当年度末残高 前年度末残高 増減 科目 当年度末残高 前年度末残高 増減

【流動資産】 749,610,396 647,866,731 101,743,665【流動負債】 187,523,666 151,124,480 36,399,186
　現金 556,103 406,657 149,446 　未払金 57,729,043 57,011,161 717,882
　普通預金 359,563,237 247,905,639 111,657,598 　預り金 22,953,588 27,617,319 -4,663,731
　通知預金 3,534,015 3,199,961 334,054 　短期借入金
　定期預金 220,000,000 240,000,000 -20,000,000 　一年内返済長期借入金 81,530,000 44,530,000 37,000,000
（現金・預金） 583,653,355 491,512,257 92,141,098 　賞与引当金 25,311,035 21,966,000 3,345,035
　未収金 155,120,279 147,097,696 8,022,583
　貯蔵品 1,285,749 531,317 754,432
　立替金 1,035,439 616,682 418,757
　前払金 3,304,424 2,868,426 435,998 【固定負債】 1,321,488,919 738,451,998 583,036,921
　仮払金 5,211,150 5,240,353 -29,203 　設備資金借入金 1,103,360,000 568,890,000 534,470,000
【固定資産】 1,591,269,202 1,013,075,200 578,194,002 　虹の会協力債１号 113,400,000 119,400,000 -6,000,000
　建物 797,060,029 797,060,029 　虹の会協力債２号 30,000,000 30,000,000
　土地 4,793,096 4,793,096 　退職給与引当金 74,728,919 20,161,998 54,566,921
　建物減価償却累計額 -148,812,108 -130,162,853 -18,649,255
（基本財産） 653,041,017 671,690,272 -18,649,255
　土地 687,026,422 687,026,422
　建物 2,682,330 5,004,615 -2,322,285
　建物付属設備 281,867,924 281,277,924 590,000 負債の部合計 1,509,012,585 889,576,478 619,436,107
　構築物 22,692,591 22,692,591 純資産の部
　機械及び装置 9,312,500 8,662,500 650,000 〔基本金〕 297,430,000 297,430,000
　車輌運搬具 10,740,460 13,109,428 -2,368,968 　基本金 297,430,000 297,430,000
　器具及び備品 94,510,539 94,761,776 -251,237 〔補助金特別積立金〕 147,828,948 152,057,808 -4,228,860
　建設仮勘定 496,000 72,939,038 -72,443,038 　補助金等特別積立金 147,828,948 152,057,808
　減価償却累計額 -249,482,479 -231,104,902 -18,377,577 その他の積立金 57,700,000 54,000,000 3,700,000
　ソフトウェア 3,418,898 2,368,958 1,049,940 【繰越活動収支差額】 328,908,065 267,877,645 61,030,420
　出資金 705,000 705,000 （当期活動収支差額） 61,030,420 61,030,420
　保証金 16,558,000 16,968,000 -410,000
　その他積立預金 57,700,000 54,000,000 3,700,000 0
（その他の固定資産） 938,228,185 341,384,928 596,843,257 純資産の部合計 831,867,013 771,365,453 60,501,560
資産の部合計 2,340,879,598 1,660,941,931 679,937,667 負債・純資産の部合計 2,340,879,598 1,660,941,931 679,937,667

資金収支計算書
　　　　　　（自）平成25年4月1日（至）平成26年3月31日 単位：円

勘定科目 決算 予算 差異

経
常
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

介護保険収入 758,028,148 757,951,000 77,148 
介護報酬査定減 155,485 100,000 55,485 
利用料収入 147,171,354 147,153,000 18,354 
自立支援費収入 25,476,016 24,919,000 557,016 
寄附金収入 32,768,137 32,704,000 64,137 
雑収入 62,295,266 62,100,000 195,266 
受取利息配当金収入 682,251 636,000 46,251 
経理区分間繰入金収入 24,840,000 24,840,000 0
〔経常収入計〕 1,051,416,657 1,050,403,000 1,013,657 

支
出

人件費支出 592,461,445 591,454,400 1,007,045 
事務費支出 171,937,184 172,892,000 -954,816 
事業費支出 77,625,725 77,808,000 -182,275 
借入金利息支出 18,738,417 18,812,000 -73,583 
経理区分間繰入金支出 24,840,000 24,840,000 0
〔経常支出計〕 885,602,771 885,806,400 -203,629 

【経常活動資金収支差額】 165,813,886 164,596,600 1,217,286 

施
設
整
備
等
収
支

収
入

固定資産売却収入 644,250 600,000 44,250 
0 0 0

〔施設整備等収入計〕 644,250 600,000 44,250 

支
出

固定資産取得支出 622,908,865 623,000,000 -91,135 
0 0 0

〔施設整備等支出計〕 622,908,865 623,000,000 -91,135 
【施設整備資金収支差額】 -622,264,615 -622,400,000 135,385 

財
務
活
動
収
支

収
入

設備資金借入金収入 885,000,000 885,000,000 0
長期運営資金借入金収入 0 0 0
〔財務収入計〕 885,000,000 885,000,000 0

支
出

設備資金借入金償還金支出 269,000,000 269,000,000 0
長期運営借入金償還金支出 6,000,000 6,000,000 0
その他の支出 3,700,000 3,700,000 0
〔財務支出計〕 278,700,000 278,700,000 0

【財務活動資金収支差額】 606,300,000 606,300,000 0
当期資金収支差額合計 149,849,271 148,496,600 1,352,671

事業活動収支計算書
（自）平成25年4月1日（至）平成26年3月31日 単位：円

勘定科目 当月残高 構成比

事
業
収
支

収
入

介護保険収入 758,028,148 73.6%
介護報酬査定減 155,485 0.0%
利用料収入 147,171,354 14.3%
自立支援費収入 25,476,016 2.5%
寄附金収入 32,768,137 3.2%
雑収入 62,295,266 6.0%
国庫補助金等積立金取崩額 4,228,860 0.4%
〔事業活動収入計〕 1,030,123,266 100.0%

支
出

人件費 522,119,199 50.7%
事務費支出 171,937,184 16.7%
事業費支出 77,625,725 7.5%
減価償却費 46,153,287 4.5%
徴収不能額 0.0%
引当金繰入 127,883,959 12.4%
〔事業活動支出計〕 945,719,354 91.8%

【事業活動収支差額】 84,403,912 8.2%

事
業
外
収
支

収
入

受取利息配当金収入 682,251 0.1%
経理区分間繰入金収入 24,840,000 2.4%
〔事業活動外収入計〕 25,522,251 2.5%

支
出

借入金利息支出 18,738,417 1.8%
経理区分間繰入金支出 24,840,000 2.4%
〔事業活動外支出計〕 43,578,417 4.2%

【事業活動外収支差額】 -18,056,166 -1.8%
経常収支差額 66,347,746 6.4%

特
別
収
支

収
入

固定資産売却益 0.0%
その他の特別収入 0.0%
〔特別収入〕 0.0%

支
出

固定資産除去損 1,617,326 0.2%
その他特別支出 3,700,000 0.4%
〔特別支出〕 5,317,326 0.5%

【特別収支差額】 -5,317,326 -0.5%
当期活動収支差額 61,030,420 5.9%

前期繰越活動収支差額 267,877,645 26.0%
次期繰越活動収支差額 328,908,065 31.9%

平成25年度財務報告 平成25年度 事業報告書
25年度５方針のまとめ

① 地域福祉の拠点として、地域団体や関連法人
との連携強化を図り、福祉の街づくりを推進
します。
　事業所主催のお祭り・企画、地域にむけた介
護学習会、専門職の講師派遣、小田高校の実習
の受入、災害学習会、老人クラブの運動会への
応援などに参加し、事業所が培ってきた経験を
地域で実践することができました。
　寄り添い、お互いの力が発揮できる場所への
転換と、地域の方が介護・福祉の点で困った事
があれば、気軽に相談できる事業所という役割
発揮を26年度も引き続き目指します。
② 今まで培ってきた経験と実績をもとに、特別
養護老人ホーム建設に全力をあげます。「ヘ
ルパーステーションさくら」の移転と事業成
功に力を注ぎます。
　地域密着型特別養護老人ホームの選定法人と
なることができました。「あまの里」開設から
８年が経過、26年度は「虹の会」の西の拠点と
なる「立花あまの里」建設（26年５月着工27年
５月開設予定）に取り組みます。
　「ヘルパーステーションさくら」の移転先で
ある「潮江在宅支援センターおひさま」が26年
３月開所しました。
③ 「虹の会」の事業を推進していくための職員
育成、人材の確保を図ります。また、法人の
次世代を担う管理者を育成します。
　全国的に介護職員の確保が厳しく、離職率も
高く（全国平均17％）慢性的な人手不足が深刻
となっています。「虹の会」においても同様で
すが、「確保と育成」を重点に取り組んでいます。
　介護職員初任者研修は定員割れで中止しまし
たが、26年５月開講することになりました。年
３回開催の全職員研修会、あまの里教育活動
等、職員のスキルアップを図っています。キャ
リアパス制度は２年が経過、評価と目標をあわ
せた人事考課の精度をあげることが求められて
います。
④ 資金確保３カ年計画の３年目として6,000万
円の剰余確保予算とし、全事業所の黒字経営
を実現し、次の事業展開のための安定経営を
目指します。
　平成25年度の「虹の会」の事業活動収支は、
6,103万円の剰余となりました。当初予算比較
では超過達成ですが、前年度比較で5,036万円
減少しました。要因として、借入金の借換えに
よる手数料、新施設建設の費用が発生している
ことがあげられます。25年度決算により、累積
黒字は３億2,890万円に増加しました。
　「あまの里」入所の一日平均利用者は、短期
入所部門22.3人特養部門58.7人とほぼ昨年並
み。デイサービス部門の一日平均利用者は47.3
人で前年を上回りました。「あまの里」全体で
事業活動収支差額は、4,841万円の剰余でした。
　「木かげ」の一日平均利用者は35.6人で昨年
度を大きく上回り、事業活動収支差額は1,452
万円の剰余でした。
　ヘルプ事業は、全体で昨年の利用件数・回
数、訪問時間数を超えることができ、事業活動
収支差額は、3,325万円の剰余を確保しました。
⑤ 地域に根ざした事業展開を目指し、質の高い
サービス提供にむけての協議、研究を始めま
す。また「デイサービス木かげ」と「あまの
里」の事業強化を図ります。
　事業所利用は、昨年と比較して伸びてきてい
ます。「断らない」「利用者に寄り添った介護」
という職員の実践と奮闘が結果として表れ、
「虹の会」の経営を支えています。ただ、介護
事業所は増加傾向にあり、競合が激しくなって
います。法人として地域に根差した事業の継続
をおこなうためにも、今まで以上に介護の質の
向上が求められています。
　将来的な介護サービスを目指すという点で
は、『定期巡回・随時訪問型サービス』の応募
を検討しましたが、開設月の関係により断念を
しました。次年度に発表される尼崎市介護計画
のなかで実現を目指します。
　施設事業所「木かげ」「あまの里」も開設よ
り11年、８年がたち、部分的な経年劣化が目立
ちます。24年度は「木かげ」「あまの里・デ
イ」の事業強化のための改修を検討していまし
たが、実現には至りませんでした。

平成26年6月
社会福祉法人虹の会役員体制
理事長　藤岡一郎
理　事　橋本治三　阿山克子　高島博子
　　　　小林健一　樋口哲也
監　事　林　　明　菊田大介
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